
新三重県建設産業活性化

プラン（仮称）

（案）

平成 29年3月





新三重県建設産業活性化プラン（仮称）

1 策定趣旨…...・H ・－ ……－….....・H ・........・H ・........・H ・－…....・H ・－－－……・....・H ・－…1

2 新三薫県建設産業活性化プラン（仮称）取組方針….....・H ・....・H ・...・H ・.......・H ・－・・1

3 計画期間....・H ・－－・… ....・H ・－…....・H ・........・H ・...・H ・－….....・H ・－－….....・H ・....・H ・－…1

4 将来ビジョン…－…・・・ …・H ・H ・.....・H ・........・H ・........・H ・－－….....・H ・............……1

5 建設業のめざすべき姿…－ －－－…...・H ・.....・H ・－……............・H ・....・H ・.......・H ・－….2

6 建設業をとりまく現状....・H ・－… ….....・H ・...・H ・－……… ・・…....・H ・...・H ・－….5

7 めざすべき建設企業像……・・・H ・H ・－…H ・H ・－－… ・・H ・H ・－－…・・・……・・…・ ・・…22

8 具体的な取組．． ….....・H ・－…H ・H ・...・H ・...・H ・....・H ・－－…....・H ・－－・・H ・H ・...・H ・－－…...25 

9 新三嚢県建設産業活性化プラン（仮称）の推進．．…....・H ・...・H ・.....・H ・－…－・…..43 



































7. 労働者の賃金

三重県の設計労務単価は、主要11職種において平成25年度に比べ平成27年度で約10%

上昇していますが、大工や左官の賃金は聞き取り調査では約 1%しか上昇していません。

職種

特殊作業員

普通作業員

軽作業員

とびヱ
鉄筋エ

特殊運転手

一般運転手

型わくエ

大工

左官

交通誘導員A

交通誘導員8

表 5.県の労務単価と聞き取り誠査の結果

年度 備考

H25 H27 (H25:H27 

H25.4.8 H27.2.1 2.12 比較）

18,000 19,500 108.3% 

14,900 16,900 113.4% 

11,200 12,600 112.5出

20,200 23,000 113.9% 

18,600 21,100 113.4% 

17,500 18,900 108.0% 

16,000 17,400 108.8% 

18,600 21, 100 113.4% 

20,300 22,900 112.8日

17,900 20,400 114.0出

10,000 11,600 116.0目

8,700 10,000 114.9目

17 

H25 

常用

15, 105 

13,999 

備考

H27 (H25:H27 

常用 比較）

15,355 101.7見

14,099 100.7% 

出典 E三重県建設労働組合

三重県県土整備部





















新三重県建設産業活性化プラン・取組

確かな技術力を持つ建設企業

直璽Il他機開発注工事の受注を可能とする技術力

1 -1 総合評価方式対応力向上の取組

県内建設企業が国等の他機関発注工事も受注できる技術力を身につけるた

め、総合評価方式において、建設企業の技術力や配置予定技術者の技術力を

継続して評価するとともに、他機関の総合評価方式の評価演目を参考にし、

他機関発注工事の受注拡大につながる評価項目等の見直しを検討します。

1 -2 国等に対する県内建設企業受注機会拡大の要望

県内建設企業が国等の工事を受注することができるよう、国等の発注機関

に対し、意見交換会等各種会議の中で県内建設企業の積極的な活用を申し入

れます。

1 -3 生産性向上に向けた取組

現場条件にあった効率的、効果的な施工を行うため、プレキャス卜製品の

利活用を促進します。

また、 IC Tの活用（土工）についても、建設機械の普及状況や県内建設

企業の対応状況等を見つつ、冨土交通省の施工事例などから、県の工事にお

いても生産性の向上が図られると判断できる場合には導入します。

1-4 積算能力の向上の取組

工事費積算能力の向上のため、積算参考資料の見直しを実施したうえで、

予定価格の事後公表の拡大に取り組みます。
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新三重県建設産業活性化プラン・取組

確かな技術力を持つ建設企業

匝画技術力向上に向けた取組

2 1 総合評価方式適用下限価格の引き下げ

建設企業が持っている技術力の維持、向上のため、総合評価方式の適用下

限価格を引き下げ、総合評価方式の適用範囲を拡大します。

2-2 若年者等の定若に向けた計画的な育成・支援

若年者等の定着に向け、計画的な育成を図るため、「スキルマップ」に慕づ

いた研修や資格取得などを支援します。

2-3 技術者・技能者の技術力向上のための研修の支援

受注者のニーズをふまえ、技術力の維持刷向上に資するよう、（公財）三重

県建設技術センタ…における研修の充実を支援します。

2-4 優良工事の表彰

技術者のモチベーションの維持・向上のため、優良な工事を施工した建設

企業及び技術者を対象とする優良工事表彰を実施します。

2-5 建設キャリアアップシステムの活用の検討

闘が取り組む建設キャリアアップシステムについて、閣の取組状況や技能

労働者の登録状況の推移を注視し、建設企業の技術力向上に資するよう、活

用方法を検討します。

2-6 総合評価方式における工事成績評価方法の見直し

建設企業が持っている技術力を適正に評価するため、総合評価方式におけ

る工事成績の評価方法について見直します。
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新三重県建設産業活性化プラン・取組

未来に存続する建設企業

極通亘計画的・安定的な受注・経営が可能となる入札制度への改善

①計画的・安定的な受注のための取組

6 -1 地域機関ごとの事業規模の明確化

建設企業の計笛的な経営が可能となるよう、地域機関ごとに複数年の主要

な事業の実施計箇を公表します。

6 2 公共工事の発注見通しの改善

建設企業が当該年度の工事の受注計画を立てられるよう、早期に公共工事

の発注見通しを公表するように見直します。

6-3 受注機会均等化の取組

建設企業が安定的に適正な利潤を確保しながらヱ事の受注機会を確保する

ために、総合評価方式の 括審査方式の適用拡大や 抜け方式の適用を進め

ます。

②建設企業の協業化を進めるための取組

6-4 入札参加業者数の改善

入札参加業者数の改善を図り、建設企業の協業化につなげるため、総合評

価方式適用下限価格の引き下げや、災害復！日時における指名競争入札の活用

を推進します。

6-5 管内下請の導入

建設企業の協業化を進めるため、管内業者が優先的に下請できるように取

り組みます。
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新三重県建設産業活性化プラン・取組

未来に存続する建設企業

極匝適正な利潤が確保できる入札制度への改善

①工事単位の利益率の向上の取組

7 - 1 適正な予定価格の設定

担い手の中長織的な育成－確保のための適正な利潤が確保できるよう、市

場における労務、資材等の取引価格、施工の実態等を的確に反映した予定価

格とするため、労務費や建設資材などの設計単価を早期に改訂します。また、

単価の更新頻度や設計単価表掲載品目の見直しを検討します。

7-2 総合評価方式における価格評価方法の見直し

建設企業が適正な利潤を確保できるよう、総合評価方式において、価格評

価方法を見直します。

7-3 低入札価格調査制度の改正

適正な利潤を確保できる契約となるよう、低入札価格調査制度を見直し、

ダンピング受注などを防止するなど制度改正を行います。

7-4 現場状況の変化に対応した適切な設計変更

適切な設計変更を実施するため、受発注者の共通の自安を示す「三重県設

計変更ガイドライン（案）」の効果を検証し、より活用しやすいものに見直し

たうえで、適切な運用を行います。また、「工事 時中止ガイドライン」を新

たに策定し、適切な運用を行います。

7-5 標準工期の見直し

工期は、休日や現場条件等を考慮し設定しているが、現状は工期の延期や

休日での現場作業が多く見られるため、実態を把握したうえで、工期の設定

方法を整理し、標準工期を見直します。
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②受注者の事務負担等の軽減取組

7-6 ヒアリングなし型の総合評価方式の拡大

総合評価方式において、技術提案のヒアリンク、に対する負担の軽減を図る

ため、ヒアリングなし型総合評価方式の拡大に向けて取り組みます。

7-7 総合評価方式における提出書類の簡素化

総合評価方式において入札参加者が提出する書類作成の負担軽減を図るた

め、提出書類の簡素化を進めます。

7-8 電子化の推進

工事施工段階での効率化 工事事務の簡素化が図られるよう、受発注者間

でのメ ルを活用した情報共有の推進、電子納品チェッカーの提供に取り組

みます。

7-9 円滑な工程管理に向けた受発注者間等の情報共有

受注者の効率的な施工管理などのため、「受発没者間の協議における凹答予

定臼を明確にする取組」の実施を全庁約な取組として拡大します。また、設

計思想の共有化のため、「工事監理連絡会」についても、全庁的な取組として

拡大します。
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新三重県建設産業活性化プラン・取組

未来に存続する建設企業

厘劃入職促進の取組

8-1 入職促進のための教育機関への働きかけと多様な県民へのインターンシップ

の支援

新規入職者確保のため、普通科高校等も対象に進路指導担当教員に入職斡

旋を働きかけていきます。また、生徒が建設業への就業に対する理解を深め

るため、地域の教育機関と建設企業が連携してインターンシップ（就業体験）

の取組を支援します。さらにインターンシップの対象を障がい者、女性など

へも拡大する取紐を支援します。

8-2 建設業の理解のための PR 

建設業についての理解を深めるため、小中学生や保護者など幅広い層の県

民に対し現場見学会やPR、イベン卜の実施、建設業の役割や必要性につい

ての瞥発などに取り組みます。

また、建設工事への理解を促し、建設業への就業につなげるため、地域の

教育機関と建設企業の連携により、生徒や教員に建設現場での作業の実態や

最新の技術等を紹介する現場見学会の取組を促進します。
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9 新三重県建設産業活性化プラン（仮称）の推進

県民二一ズの変化、国の政策展開や圏内外経済の動静など、建設業をとりまく環境は変

化しており、建設業が活性化し続けるためには、そのような状況を着実にとらえ、的確に

対応していかなければなりません。

そこで、プランを推進するにあたっては、設定した困標に対する検証を行うとともに、

建設業に関わる関係者間の連携を密lこしながら取組を進める必要があります。

そこで、建設業界と県が毎年度、意見交換をするとともに進捗管理を行っていきます。
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（参考資料）

・新三重県建設産業活性化プラン検討会議

( 1 ）設置要領

（設置）

第 1条 三葉県の地域における建設業のあるべき姿を実現するための施策をまとめた「新

三重県建設産業活性化プラン（仮称）」（以下「プラン」という。）を策定するに

あたり、有識者で構成する「三重県建設産業活性化プラン検討会議」（以下「会

議」という。）を設置する。

(pjf掌事務）

第2条 会議は、プランの策定に関する事項について、意見を述べるものとする。

（委員の委嘱、任期）

第3条 委員は、優れた見識を有する者のうちから、知事が委嘱する。

2 前項の規定に関わらず、会議が必要と判断した場合においては臨時的に第三者を委員

とすることができる。

3 委員の任期は、会議解散時までとする。

4 委員は、その職務を遂行するにあたっては公正不偏の立場で検討議論をしなければ

ならない。

（委員長）

第4条 会議に委員長をおき、委員の互選により定める。

2 委員長は、会議を代表し、会議を総括する。

（会議）

第5条 会議は、必要に応じて知事が招集し開催する。

（庶務）

第6条 会議の庶務は、県土整備部公共事業運営課が行う。

（その他）

第7条 この要領に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、知事が別に定め

るものとする。

鮒貝IJ

1 この要領は、平成23年6月15日から施行する。

附則

1 この要領は、平成 27年6月30日から施行する。

44 



三重県建設産業活性化プラン検討会議 委員名簿

所 属 委員職氏名

国立大学法人
教授

コ重大学大学院

東日本建設業保証株式会社 三重支店長

三重重県信用保証協会 専務理事

公益財団法人

常務理事

三重県産業支援センター

三重県中小企業団体中央会 事務局長

株式会社柳川建材店 代表取締役

三重県立津工業高等学校 学校長

伊賀市 建設部環事兼建設部次長

＝重県建設産業団体連合会 理事

（一般社団法人＝重県建設業協会） （副会長）

一重県 県土整備部長

( 2）開催状況

第 1凹平成27年7月22日

第2回平成27年10月21E3 
第3国平成28年8月10日

第4回平成28年11月14E3 
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技術力を持ち地域に貢献できる建設業
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